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はじめに

　ツキノワグマ（Ursus thibetanus G. Cuvier，1823）は，極東地
域，中国南部，東南アジア，ヒマラヤ南麓に広く生息する．

日本列島に生息するニホンツキノワグマ（Ursus thibetanus 
japonicus Schlegel，1857）は，その1亜種であり，本州，四
国に分布するが，現在，下北半島，紀伊半島，四国山地，

西中国地域，東中国地域の5つの個体群が絶滅のおそれの
ある地域個体群とされている（環境省，2012）．2012年に
は，環境省第4次レッドリスト（環境省，2012）において九
州地方の個体群の絶滅が宣言された．

　ツキノワグマは，地域によって保全に高い配慮が求めら

れている一方で，農業被害，林業被害の軽減や，人身被害

防止などの理由で，「鳥獣の保護及び狩猟の適正化に関す

る法律」に基づく有害鳥獣捕獲および管理捕獲が行われて

いる．こうした捕獲の対象となっている動物を保全してい

くには，適正な保護管理計画が必要であり，本県では2000

年度に「群馬県ツキノワグマ管理計画（任意）」（群馬県，

2000）（以下：任意計画）を策定し，2012年度に「群馬県適
正管理計画（特定鳥獣保護管理計画・第一期）（群馬県，2012）
（以下：適正管理計画）を策定し，ツキノワグマの個体群維

持を推進してきた．

　群馬県には，福島県，新潟県，栃木県，長野県にまたが

る越後・三国地域個体群と，埼玉県，東京都，神奈川県，

長野県，山梨県にまたがる関東山地個体群が生息している

（群馬県，2012）．任意計画では，捕獲上限頭数95頭を設定
し，現行の適正管理計画では，越後・三國個体群では推定生

息頭数（795頭）の12%以内とする95頭を，関東山地個体群で
は推定生息頭数（287頭）の8%以内とする22頭を，有害捕獲，
狩猟での捕獲を認めている．しかし，現在の個体群の境は，

適正管理計画を推進するための便宜的なものであり，近年

行われたミトコンドリアDNA分析の結果，実際の境界線と
は異なる可能性が指摘されている（佐々木ほか，2013）．
　有害駆除で捕獲された個体については，モニタリングを
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行うため1997年より歯と繁殖器の県への提供が求められる
ようになった．しかし，より詳細な分析を行うために，県

は有害駆除および狩猟捕獲が行われる市町村に対して2010
年より歯列をともなう頭部，繁殖器，内臓の提供を依頼し

ている．

　ツキノワグマの捕獲頭数は，群馬県が統計をとりはじめ

た1950年以降，11回について有害捕獲頭数が100頭を上
回っている（図1）．このうち，2006年，2010年，2012年は，
333頭，247頭，285頭と，捕獲頭数が200頭を超えており「大
量出没年」と呼ばれている．「大量出没」する現象は，年度

の相違はあるもののクマが生息する他県においても発生し

ているが，多く捕獲される年齢，性別につ

いては，若齢個体，オス，メスの順に多く

捕獲される（（財）自然環境研究センター，

2005b），あるいは，オスの成獣が多く老齢
個体の割合が平常年に比べて少ない（林ほ

か，2008）など，地域によって異なること
が知られている．しかしながら，群馬県に

おける状況についてはこれまで明らかに

なっていない．そこで，本稿では，2006年，
2010年，2012年の「大量出没年」に人里に

出没し捕殺されたツキノワグマ個体の性別と年齢的特徴を

明らかにすることを目的とする．

資　　料

　分析に用いた試料およびデータは，表1に示したオス472
体，メス265体である．なお，1997年から2007年については
（財）自然環境研究センター（1999，2000，2002，2003a，
2003b，2004，2005a，2005b，2006，2007，2008）が試料の
分析を行い，2009年から2013年については群馬県立自然史
博物館が試料の分析を行っている．

図1．群馬県におけるツキノワグマ有害捕獲頭数の推移．
*データは群馬県鳥獣統計による．

　　　表1．群馬県におけるツキノワグマの年齢査定結果と検体回収率．
　　　上段：オス，下段：メス，●：大量出没年，回収率：捕獲された頭数の内，性別がわかり，年齢査定を行えた検体の割合．
　　　*（（財）自然環境研究センター，1999，2000，2002，2003，2004，2005，2006，2007，2008を使用）
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方　　法

　年齢査定は，セメント質年輪法を用いた（e.g. Klevezal 
and Kleinenberg，1969）．各個体より下顎第1～第4小臼歯を
採取し，脱灰，中和後，凍結ミクロトームで30μmの厚さ
の切片を作成した．その後，乾燥，染色して光学顕微鏡で

鏡検した．各個体から複数の歯を採取するのは，歯によっ

て年輪数が異なる可能性もあるためである．

　得られたデータについては，林ほか（2008），澤田ほか
（2013）にしたがい，2006年，2010年，2012年を「大量出
没年」，それ以外の年を「平常年」として扱い比較を行った．

また，クマの年齢については0歳を当才，1～3歳を亜成獣，
4～9歳を成獣，10歳以上を老齢個体として扱うこととした
（小松ほか，1994；片山ほか，1996；林ほか，2008；大井
ほか，2008；澤田ほか，2013）．

結　　果

　標本の回収率は，1999年，2000年，2006年，2007年が29%
と低いが，2009年以降は48%以上を推移している．年齢査
定を行うことのできたクマについて，メスに対するオスの

性比をみると，2005年は0.6とメスが多いが，それ以外の年
は1.0から2.6とオスの標本が多い傾向が確認された（表1）．
また，平常年と大量出没年で比較したところ平常年では

1.7，大量出没年では1.9であり，大量出没年は平常年よりも
若干オスが多い傾向が認められたものの，平常年の範囲に

おさまっており，有意差も認められなかった（u=0.729，
p=0.490）．
　年齢構成では，オスをみると，平常年は245体のうち0歳
が2%（6体），1～3歳が41%（101体），4歳～9歳が51%（126
体），10歳以上が5%（12体）であった．大量出没年では，
2006年は0歳が16%（9体），1～3歳が19%（11体），4～9歳
が65%（37体），10歳以上が0%（0体），2010年は0歳が9%
（7体），1～3歳が39%（32体），4～9歳が40%（33体），10
歳以上が12%（10体），2012年は0歳が3%（3体），1～3歳が
38%（35体），4～9歳が49%（45体），10歳以上が10%（9体）
であった（図2）．Mann-WhittneyのU検定を用いて平常年と
大量出没年を比較したところ，いずれの年も有意差は認め

られなかった（2006年：u=0.083，p=0.933；2010年：u=0.322，
p=0.745；2012年：u=0.724，p=0.470）．また，平常年，大
量出没年をそれぞれ一括して比較したところ，有意差は認

められなかった（u=0.190，p=0.849）．
　メスでは，平常年の143体のうち0歳が4%（5体），1～3歳
が27%（38体），4～9歳が65%（93体），10歳以上が5%（7体），
大量出没年では，2006年が0歳が6%（2体），1～3歳が30%
（10体），4～9歳が58%（19体），10歳以上が6%（2体），2010年
が0歳が6%（3体），1～3歳が36%（18体），4～9歳が46%（23
体），10歳以上が12%（6体），2012年が0歳が5%（2体），1～3

歳が29%（11体），4～9歳が55%（21体），10歳以上が11%（4体）
であった（図3）．Mann-WhittneyのU検定を用いて平常年と
大量出没年を比較したところ，いずれの年も有意差は認め

られなかった（2006年：u=0.602，p=0.547；2010年：u=0.811，
p=0.418；2012年：u=0.043，p=0.966）．また，平常年，大量
出没年をそれぞれ一括して比較したところ，有意差は認め

られなかった（u=0.711，p=0.477）．
　

考　　察

　群馬県で捕獲されたツキノワグマは，オスがメスよりも

多い点において，他県のクマ捕獲個体の傾向（e.g.（財）自
然環境研究センター，2005b；林ほか，2008；大井ほか，2008；
澤田ほか，2013；兵庫県森林動物研究センター，2011）と共
通していることが明らかとなった．一般に，オスはメスより

も広い行動圏をもつことが知られており（e.g.，（財）自然環
境研究センター，2005b；横山，2008；坪田・山﨑，2011；横山ほ
か，2011），北米大陸に生息する同属のヒグマ（Ursus arctos）
や，アメリカクロクマ（Ursus americanus）の事例では，オ
スの方がメスよりも人里近くで採食することを恐れない行

動をとることもあるために捕獲されやすいと考えられてい

る（e.g.，Garshelis and Pelton，1981；Kane and Litvatius，
1992；Schwartz and Franzmann，1992；大井ほか，2012）．群
馬県で捕獲されたクマも，オスの行動範囲，行動特性が反

図2．平常年と大量出没年のツキノワグマの年齢構成の比較（オス）．

図3．平常年と大量出没年のツキノワグマの年齢構成の比較（メス）．
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映されているものと推察される．

　大量出没年と平常年における捕獲クマの年齢構成につい

ては，群馬県においては，両者の間に有意差は認めないこ

とが明らかとなった．大量出没年，平常年ともに，オス，

メスともに4～9歳の成獣個体の捕獲が多く，ついで1～3歳
の亜成獣の捕獲が多かった．大量出没年の中でも，2010年
については，2006年，2012年と比べて，オスで1～3歳のク
マの捕獲が多い傾向が認められたが，その差は有意ではな

かった．大量出没年は，いずれもブナなどの堅果類が凶

作，大凶作の年であり（片平，2012），こうした年には人里
へのクマの出没や農作物被害が増加することが指摘されて

いる．このことから，大量出没年には森林内の餌資源の不足

によって，年齢を問わず多くのクマが人里近くの低標高地

のクリやコナラなどの堅果類や，農作物を餌資源として利

用するために里地に出没したと推察される（e.g.，Yamazaki 
et al.，2009；泉山ほか，2009，2013；Kozakai et al.，2011；吉田
ほか，2013）．
　クマが里地に出没しないようにするためには，澤田ほか

（2013）も指摘しているとおり，豊凶の影響を受けること
なくクマが多様な餌資源を得られるような森林の保全や整

備，人里にクマを誘因する誘因物の除去，人里にクマが出

没しにくい里山の環境整備を実施していくことが必要だと

考えられる．
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